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三原青年会議所新聞　�

●公開審査の服装は自由です。�
●詳細は三原やっさ祭り実行委員会  　62－6155

�

「2002三原ミスやっさ」大募集�
～や～やっさと三原三原を愛す愛するあなたが素敵～が素敵～�
「2002三原ミスやっさ」大募集�
～や～やっさと三原三原を愛す愛するあなたが素敵～が素敵～�
「2002三原ミスやっさ」大募集�
～やっさと三原を愛するあなたが素敵～�

募集要項募集要項�
入賞数入賞数　3名�
応募資格応募資格�
 ・三原市内及び三原市近郊居住者または三原市内及び三原市近郊居住者または
勤務者勤務者�
�・満・満1818歳以上の方（高校生不可）歳以上の方（高校生不可）�
�・三原をＰＲしていただける方・三原をＰＲしていただける方�
申込手続き申込手続き�
　所定の申込用紙に必要事項を記入の　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、
お申し込み下さい。（書類はお返し致しお申し込み下さい。（書類はお返し致し
ません）ません）�
申込先申込先�
　三原市皆実　三原市皆実4丁目丁目8－1�1�
　三原商工会議所内　三原商工会議所内�
� (� (〒723-8555)�723-8555)�
　三原やっさ祭り実行委員会　三原やっさ祭り実行委員会           �           �
　TELTEL　6262－6155�6155�
　FAXFAX　6262－5900�5900�

受付期間受付期間�
　20022002年4月1日(月)～5月1515日(水)�)�
審査方法審査方法　　・第　　・第1次審査次審査･･････････書類選考書類選考�
�  �  　                        ・第・第2次審査次審査･･････････公開審査公開審査�
審査日時及び場所審査日時及び場所�
　◆第　◆第1次審査―申し込み締め切り後即時次審査―申し込み締め切り後即時�
　◆第　◆第2次審査―次審査―20022002年6月1日(土) 14) 14：0000～�
サン・シープラザ　サン・シープラザ　3Ｆ�
（三原駅前　ペアシティ三原西館）（三原駅前　ペアシティ三原西館）�

　※　※1次審査合格者には合格証並びに次審査合格者には合格証並びに2次審査次審査�
　　の案内を致します。　　の案内を致します。�
�賞　品賞　品�
　当選者　当選者�
・ハワイ旅行・ハワイ旅行6日間日間 その他表彰品その他表彰品�
・夏、冬制服を支給致します。・夏、冬制服を支給致します。�
※当選された※当選された3名の推薦者には推薦者賞。名の推薦者には推薦者賞。�

募集要項�
入賞数　3名�
応募資格�
 ・三原市内及び三原市近郊居住者または
勤務者�
�・満18歳以上の方（高校生不可）�
�・三原をＰＲしていただける方�
申込手続き�
　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、
お申し込み下さい。（書類はお返し致し
ません）�
申込先�
　三原市皆実4丁目8－1�
　三原商工会議所内�
� (〒723-8555)�
　三原やっさ祭り実行委員会           �
　TEL　62－6155�
　FAX　62－5900�

受付期間�
　2002年4月1日(月)～5月15日(水)�
審査方法　　・第1次審査･････書類選考�
�  　            ・第2次審査･････公開審査�
審査日時及び場所�
　◆第1次審査―申し込み締め切り後即時�
　◆第2次審査―2002年6月1日(土) 14：00～�
サン・シープラザ　3Ｆ�
（三原駅前　ペアシティ三原西館）�

　※1次審査合格者には合格証並びに2次審査�
　　の案内を致します。�
�賞　品�
　当選者�
・ハワイ旅行6日間 その他表彰品�
・夏、冬制服を支給致します。�
※当選された3名の推薦者には推薦者賞。�
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　三原やっさ祭り実行委員会では、2 月 2 日より 3 月 4 日まで「キャンペー
ンテーマ」を募集致しましたところ、1100作品を超える応募をいただきまし
て、ありがとうございました。�
　この「キャンペーンテーマ」の様に、新鮮で夢のある第27回三原やっさ祭
りを、実行委員会では、市民の皆様と盛り上げてゆきたいと考えています。�

第2727回やっさ祭り回やっさ祭り�
キャンペーンテーマキャンペーンテーマ�
第27回やっさ祭り�
キャンペーンテーマ�

佳作�
�  ○ 三原小学校6年1・2組の皆様�
　○須波西町　　　檀上　隆様�

石川県　長元　幸一様�

決定�
決定�

　（社）三原青年会議所は、今後も住民の方々と共に「住
民による合併を考える会」で合併後の「まちづくりビ
ジョン」を模索してゆきます。また、住民の声が行政
に反映できるよう、行政と住民が協働した市民会議シ
ステムについても調査・研究を行い、「元気なまち」
を想定した、NO.1よりも「オンリーワンのまちづくり」
を目指して活動してまいります。�

い機会になるでしょう。�
　今後は、地方分権の流れとして行政と住民はますます
近くなってゆきます。行政側には意識改革が必要で、住
民も意識改革をし責任を持ち行政をリードしてゆく側面
も必要になってくると思います。同時に、今回の合併は
5年10年先ではなく、20年30年先を考慮し、先を担って
ゆく方々が声を出してゆくことが一番大事なことと言え
るでしょう。�
　また、県では来年度も合併問題活動に一地域50万円と
いう助成金を用意しておりますので、ぜひ活用していた
だき、県内各地での合併議論を高めていただければと思
っております。�
　青年会議所の方々には、いままで同様に地域をリード
していただきたいですね。�
��
�
勝村座長�
�
　合併はあくまでも目的ではなく手段であり、究極の目
標は合併というこのチャンスに、新たな住民と行政との
関係（システム）を開発してゆくことだと思います。お
互いが目標に向かって、協働の関係を築き、役割を分担し、
住みやすく自分のまちに誇りが持てるようなまちにした
いですね。�
　自分たちの子どもに「我々の親父連中はなにもしなか
ったからこうなったんだ」などと言われないためにも今
出来ることを精一杯頑張りたいですね。�
��
伊達理事長�
　�
　そうですね。私たちは歴史を創る出演者として、今必
要なことは何で、何ができて、何ができないのかを一人
でも多くの住民の皆様と共に考えてゆきたいと思います。
そして、勝村座長が言われた自分の子どもたちが夢を抱
けるよう、（社）三原青年会議所は、20年30年先を睨ん
だ活動をしてまいります。本日はありがとうございました。   

　広島県を代表する祭りとして定着してきた
「三原やっさ祭り」は、今年で第27回を迎え、
たくさんの行事を予定しています。�
　この三原やっさ祭りを通して、私たちのまち
「三原」を全国にアピールしてみませんか！�
　美しく輝く海とそこに浮かぶ島々・歴史と
文化が調和する街並み・透き通るような青い空、
こんなにイキイキとした「みはら」、そして
パワフルでエネルギッシュな「やっさ祭り」を全国に向けてＰＲしてみませんか？
きっと忘れることのできない素晴らしい思い出があなたを待っています。�
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